
　昭和日常博物館が所蔵する昭和生活資料を中心とするコレクションの総数は現在 16 万点に

至っています。

　このコレクションの中でも、最も早くに登場し、暮らしの変化にあわせて進化しながら、現在

に至るまで暮らしに欠かせない道具として使われてきた電化製品のひとつとして“扇風機”をあ

げることができます。

　明治中頃の国産扇風機の登場以来、130 年あまりの長い歴史の中で、技術の進歩や暮らしの変

化にあわせて、形・材質・機能などに改変、改良が重ねられて、現在の扇風機へと進化してきました。

　この展示会では昭和日常博物館が所蔵する 101 台の扇風機すべてを展示し、扇風機の進化の

足跡とデザインの多様さを紹介していきます。この夏、昭和日常博物館は“全力”で扇風機を推

していきますので、みなさんもお気に入りの１台を探しにきてください。

期間　 7/18（土）～9/27（日） 料金　 観覧料 300 円（18 歳以下は無料）

特別展関連ワークショップ

推し扇風機うちわをつくろう

展示されている扇風機から“推し扇風機”を見つけて、応援うちわをつくります。

日時　 7/25（土）13：30～14：30 会場　 図書館 2階　会議室 1

料金　 400円/人（観覧料は別途必要） 定員　 20名（先着順）申込みは上のフォームから

市制 20周年記念事業「ツナガル・エンガワ・プロジェクト」

　伝統的な日本家屋の象徴的空間である「縁側」。家の内と外をつなぎ、来客を接待する場でもあっ

た縁側を、来館者と博物館をつなげる場、「エンガワスペース」として再生します。

　エンガワスペースでは、いつでも昭和時代の道具に触れる体験活動ができます。また、地域の

高齢者や博物館スタッフと来館者との交流を生むワークショップやイベントを定期的に開催しま

す。

　※ワークショップやイベントの詳細は当館ホームページにてご確認ください。

昭和日常博物館　特別展
下水道使用料を改定します

なぜ使用料改定が必要なの？

使用料はどう変わるの？

新しい使用料はいつから適用されるの？ 今後も使用料改定はあるの？

将来にわたり安定して下水道サービスを提供するため、使用料を改定します。

下表のとおり、基本使用料と従量使用料が変わります。
（２か月あたり、税抜き）

新しい使用料が適用される時期は、次のとおりです。 今後も厳しい経営状況が見込まれますが、
経営改善に努めながら、急激な負担増とな
らないよう事業運営をおこなっていきます。
なお、使用料については今後の経営状況を
踏まえ適切に検討をしていきます。

区　分 現　行

1,200円 1,800円 +50％

40円 49円 +22％

100円 122円 +22％

150円 183円 +22％

200円 244円 +22％

230円 281円 +22％

改　定 改定率

基 本 使 用 料

従 

量 

使 

用 

料

0㎥超～20 ㎥以下

20 ㎥超～ 60 ㎥以下

60 ㎥超～100 ㎥以下

100 ㎥超～200 ㎥以下

200 ㎥超

改定のポイント

使用料改定の内容について、説明会を開催します。

※4月使用分から適用されますが、お住いの地区によって請求時期が異なります。

事前申込不要 ① 7/24(金)19:00 ～
② 7/25(土)14:00 ～
健康ドーム １階 研修室

人口減少 施設の老朽化 税金の補填
使用料収入の減少

人口減少により、事業の財源と
なる収入の減少が見込まれる。

未普及地域の整備や更新費用の
増加が見込まれる。

不足する収入は、みなさんの
税金で補填して経営しています。

整備・更新費用の増加 慢性的な赤字経営

使用料を改定します
将来にわたり安定したサービスを提供するため

北名古屋水道企業団給水区域 6月請求分から
7月請求分から

奇数月検針の世帯

偶数月検針の世帯

5月請求分から名古屋市上下水道局給水区域

安全で快適な暮らしを支える下水道ですが、近年の物価高騰に伴い、
施設の維持管理にかかる費用が大きく増加しています。
今後も安定した下水道事業を継続していくため、使用料を改定します。
みなさまにはご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

使用量に応じた
公平な負担

POINT

2

使用水量に応じて公平な
負担となるような料金体
系としています。

急激な負担増と
ならないよう配慮

POINT

3

全水量区分に同じ改定
率を適用し、特定の区分
のみ負担増とならないよ
う設計しています。

基本使用料を
見直します

POINT

1

固定的に必要な事業費に
対応するため、基本使用
料を見直します。

と  き

ところ

問合せ　下水道課
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